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エアマット使用の考え方？ 対象者は？

圧のかかる部位を変える＝局所圧の減圧

過去のデータは、看護科共用 ＃認定看護師便り より閲覧可能です！

除圧ではない！！
⇒体位変換とはいえない

・基本的に、20㎏以上
・褥瘡形成がある
・拘縮が強く、病的骨突出がある

エアマット使用の対象者

筋緊張、けいれん、
不随意運動、など…
体位のズレに注意！

使用時は適切なマットの設定を！！

離床が
第一候補


